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かれる｡｢そうだ｣ と答えると,｢ユー ･ア一 ･
アローン (そう思っているのはあなただけだ)｣
と答えたそうである｡ 自分の考えを持つという
ことは突き詰めればそこまでいくことになる｡
日本ではやはりこれを許諾することはできない
であろう｡ 日本社会は協調性をそれこそ,太古
の昔からもっとも重要な道徳基準としてきた｡
聖徳太子の憲法も第-条が ｢和をもって貴とな
す｣である｡ 実際, 日本の経済力の原動力は個
人の優れた才能というより,協調によって生み
出されたチーム ･ワークの力であろう｡
個人主義の考え方は,個人として独立 しても
のを考える能力であるから,これを養うことが
教育の目的となる｡かつては11歳で自分の進路
を選ばせたのは当然のことなのかも知れない｡
自らの進路を他人が選ぶ権利はない｡従って,
それまでに自ら判断する能力をつけさせること
が重要になる｡ 日本では個人が自ら判断するの
ではなく,環境や年齢に従って,それらしく判
断することが求められる｡ 学生時代の同級生に
全共闘運動をやっているのがいたが,その言い
分は ｢学生の時にしかできない｣からだそうで
ある｡学生運動は学生にしかできないというの
は定義としては正しいのであるが,イギリス人
ならその幼児性に驚 くであろう｡ 彼は商社に
入ったのであるが,反帝国主義,反資本主義の
主張と商社がどの様な関係にあるのかは分から
ないはずがない｡自ら,入社 して組織を破壊す
ることを目的としていたわけではなく,一生懸
命働いている｡ 日本人は若いときは反体制で,
就職すると会社人間になり,年をとると宗教に
凝るというのを全 く不思議に思わない｡ほとん
どの人間がそうしているからである｡
本来,教育 とはボンサンス (良識),すなわ
ち,理性を認識する能力を高めるためであり,
日本流に言えば,人格形成である｡イギリス流
の教育はその意味で 日本の多くの教育よりも優
れているのは間違いがなかろう｡勉強の嫌いな
子が,自分は勉強が嫌いだから所得は少なくと
も人生を楽 しみながら真面目に働いて堅実にや
りたいといったら親は肯定的にはなれない｡し
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かし,日本のように勉強の嫌いな子に非人間的
な状況においてまで勉強させるのは如何なもの
かという感 じもする｡ 日本の様にいつでも進路
変更ができるように条件を揃えておくことは社
会の柔軟性を作ることにはなるが,個人の生き
方として少なくとも明治以来一生懸命学んでき
たヨーロッパの基準からは非人間的なものとな
る｡
イギリスで子どもに教育を受けさせた人の心
配は帰国後の適応能力の問題に加えて,アイデ
ンティティを非常に心配している｡ 個人主義社
会は個人の価値判断を最大限重視すると共に,
個人の価値判断を支える基本的共通認識,社会
共通資本のようなものを重視する｡ このために,
公共概念を植え付けることも教育の基本である｡
どこに行っても戦死者の墓碑名が石に刻まれて
おり,祖国への忠誠を厳しく要求する｡ また,
キリス ト教という共通の基本認識がある｡ 無神
論者といえどもそれが作 り出すところのルール
は守っている｡
この様な基本的な社会的共通基盤があってこ
そ個人主義社会が成立する｡ 社会契約説に代表
されるように,人々は自発的な契約を行ったの
であるから守らないわけには行かない｡そこで,
その様な基本を仮に身につけてしまうと日本人
でなく,イギリス人になってしまう｡ また,冒
本人の基本を残したまま個人主義となれば,こ
れはまた自己矛盾を生 じてしまう｡ いまだ,シ
ントウイスト (神道主義者)に出会ったことは
ないが, 日本人のほとんどは神道のルールを
守っている｡ すなわち,大部分の日本人は稼れ
を嫌い,争いを好まず,正月を祝い,初詣に行
く･--である｡この様な大部分の日本人の共通
基盤を持たなければ,日本で生活 して行 くのは
難 しい｡かと言ってイギリス流の共通基盤を持
たなければ,根無 し草の個人主義になってしま
う｡ そこで,多くの場合,イギリス在住の日本
人は子供を日本人学校に入れることになる｡
イギリス人にとっても教育の問題も大きな問
題である｡ 先に述べたように,親に経済的余裕
が必要であり,やはり,進学のために私立の学
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校へ行かせることとなれば,中産階級の人々に
とっては大きな重荷になっている｡ 子供を私立
中等学校に行かせてる両親は旅行もぜず,遊び
もなくひたすら貧乏を耐えているという｡ また,
両親の実家などが金持ちの場合,そこから支援
をえているような例もある｡
この様な環境のせいか,日本の独特の教育の
しがらみから自由なせいか,日本人学校ではい
い教育をしているように見える｡ 特に,教師が
研究熱心である｡ 一つには日本の学校に遅れな
いか,一つにはこの地にいて子供達に国際性を
身に付けれないかに一生懸命のように見える｡
教師自身もこのまま日本に持って行ければ素晴
らしいのだがという｡なぜ,日本ではまとも教
育ができないのか｡結局,日本社会では一人が
突出したことはできない｡親は進学にしか興味
がない｡そんなことが教師にも教育の理想を追
求させることを妨げる｡ 困ったことである｡ 日
本の学校で私の子供が今日は自習ばかりだった
という,理由は先生が友達の結婚式に出るため
だという｡ また,教室で騒いだためらしいが,
廊下に机を置かせて一日,そこで勉強させられ
たという｡ 陰湿ないじめである｡ 自分の経験,
自分の子供の教育からでしか情報を得ることが
できないが,日本の教育は相当問題が大きい｡
Xn 大学教育とは何か
いろいろな大学を見てきて感じることは,各
大学制度もそれぞれ一長一短である｡ ただ,今
後の大学制度を考えるに当たっては次の二つを
考慮する必要があろう｡一つは大学が知識産業
化社会の中心的な位置になるべきであること,
もう少し正確に言えば個人が自らの境地を切り
開くための手段になりうることである｡ もう一
つは産業社会を脱して新しい社会改革のパラダ
イムが大学にあるのではないかという期待で
あった｡それは筆者自身が大学で求めたもので
あった｡もちろん,学問の伝統をもっとも正当
的に受け継いでいる物理学や数学の世界では
もっと自己完結的な考え方があると思われるが,
社会科学は社会との関係をもっとも重視せざる
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を得ない｡すなわち,今回の出張で多くの経験
をさせていただき感じたのは,学問がそれぞれ
伝統を持ちながら社会の変化に対応しているこ
とである｡確かに教育が産業のインプット (原
料)と考えれば,日本の教育は成功してきた｡
しかし,教育は人間の存在にかかわるインプッ
ト,すなわち,精神の原料であるとするとこれ
までの教育は成功してきたとは言えない｡ヘー
ゲルが ｢人間の精神の偉大さと力については,
いくら大きく考えても,すぎることはない｣と
いう言葉を残しているが,真理を追求し,知を
楽しむ精神の自由こそ大学の原点と考える｡ 外
国の教育機関も果して精神を高めることにどれ
だけ成功 してきたは疑問が大きい｡
アメリカのビジネス･スクールでの教育はア
メリカ産業を成功に導かなかったばかりか (個
人的な成功は導いたかも知れないが),精神を
高めることにも成功したようには思えない｡し
かしながら,振 り返って日本の大学教育が提供
できる知的産業としての役割はそれ以上の成果
があるかといえば心許ない｡ヨーロッパである
人が,アメリカは結局,貧しい人の集まりだと
いう話を聞いたがなるほどなと思った｡貧しさ
から脱するために国を作り,企業を作 り,大学
も作った｡従って,個人の経済的な成功に効率
的な大学を作ることに力を入れるのは当然であ
ろう｡ 競争原理はフェアーでもあり,効率的で
もある｡ しかし,日本のように長い間,独蒋の
価値観を保持しながら社会のあり方を追求して
きた者にとってアメリカ式を効率的でフェアー
だから,という理由で導入するわけには行かな
い｡大学は学問の効率性とともに精神の世界で
の立場を取 り戻す必要があるように感じる｡ そ
れは,大学が修道院から生まれ,神学を基礎に
人間の存在にかかわる問題を解決することを最
大の課題にしてきたことに関連 しよう｡ かと
いって,ヨーロッパの大学のように,階級を前
提とした教育体系とするわけには行かない｡日
本の伝統に則う形で,新しい改革が求められる
ところである｡ 今後,我々の努力にかかってい
よう｡
